
令和４年度 苫小牧市大成児童センター 管理運営実績シート 

内容 計画及び実績等 

事業計画概要 

○児童センター事業の実施に関する業務 

・児童の健全な遊びと居場所の提供 

・施設、遊具等の利用による児童の体力増進に関する事業 

・中・高校生の居場所づくり 

・児童の健全な育成を目的とした講座等の開催 

・児童の自主活動の支援 

・地域子育て支援拠点事業 

・児童の遊びと居場所づくりに関する情報収集及び情報提供 

・各児童センター運営協議会の運営 

・その他自主事業 等 

○施設の維持管理に関する業務 

 ・修繕、備品管理、駐車場管理 等 

○施設の管理運営に関する業務  

 ・組織体制及び人員配置、職員の研修等の実施、個人情報の保護 等 

○その他施設の管理運営に必要な業務 

事業計画の内、未

実施の事業 
無し 

利用実績 

目 標 実 績 

令和４年度目標入込数 

23,153人 

利用者数14,600人（目標 －29％） 

※前年度16,499人 

利用者満足度 

利用者アンケート結果 

満足 

やや満足 

87.4％ 

11.7％ 

やや不満 

不満 

0.7％ 

0.2％ 

事業費（自主事業

を除く総額） 

収 入 

費目 予算 決算 

委託料 

利用料金収入 

自主事業 

古紙回収 

その他収入 

（補てん及び補助金） 

20,049,000円 

45,000円 

96,000円 

15,000円 

0円 

20,049,000円 

36,143円 

220,522円 

13,917円 

195,695円 

合計 20,205,000円 20,515,277円 



支 出 

費目 予算 決算 

人件費 

需要費 

役務費 

委託料 

その他 

一般管理費 

16,400,000円 

1,085,000円 

375,000円 

375,000円 

610,000円 

1,360,000円 

13,022,560円 

1,278,401円 

289,753円 

413,513円 

930,601円 

1,360,000円 

合計 20,205,000円 17,294,828円 

自主事業内容 

計 画 実 績 

事業内容 時期 

センター祭り（外売り） ７月 

ハロウィンカフェ １０月 

中高生座談会 ４・７・１０月 

朝までセンター １１月 

餅祭り １月 

子ども食堂 年１０回 

お絵かき講座 年８回 

出張児童センター 年２回 

バス遠足 ９月 

＜自主事業計画書事業＞ 

●センター祭り（1回実施２２９名+α） 

※+αは、外売り販売にのみ参加した地域住民 

●ハロウィンカフェ（内容変更実施） 

●中高生座談会（2回実施 １１名）

●朝までセンター（1回実施 2９名）

●餅まつり（1回実施 73名+α） 

 ※+αはもち撒きの際の地域住民

●子ども食堂（15回実施 587名）

●お絵描き講座（8回実施 59名）

●出張児童センター（1回実施 20名） 

●バス遠足（1回実施 ２９名） 

＜下記は追加自主事業＞ 

●ＤＶＤ鑑賞（８回実施 69名）

●縄跳びチャレンジ（随時 127名）

●大型トランポリン（２２回実施 ４７８名）

●（幼児）エア遊具大型トランポリン

（８１回実施 ７６７名）

●大掃除（１回実施 ３７名）

●お楽しみ会（児童）（1回実施 ３２名）

●お楽しみ会（幼児）（1回実施 ４２名）

●おはじき大会（1回実施 １２名）

●書初め教室（1回実施 ４名）

●カレンダー制作（1回実施 1８名）

●模型部ガンプラ制作（２回実施 １７名）

●園芸・芋ほり（３回実施 ２４名）

●高校生宿題手伝いＤＡＹ（１回実施 ６名）

●サンタをさがせ！（１回実施 ４５名） 

●児童福祉週間（２回実施 ４３名）



●進級進学ビンゴ大会（１回実施 ２５名） 

●出張餅まつり（１回実施 ２９名） 

●避難訓練（２回実施 ４０名）

●子どもが喜ぶお絵描き講座 

（２回実施 ８名）

●エア遊具で水遊び（1回実施 １７名） 

●豆まき（児童）（１回実施 ６名） 

●豆まき（幼児）（1回実施 ２２名） 

自主事業計画の

内、未実施の事業 

＜自主事業計画書事業＞ 

●ハロウィンカフェ ＝ 子ども食堂と日程被り、カフェとしては未実施。 

ハロウィンメニューや撮影用パネルを用意し、内容 

変更し実施。

●中高生座談会 ＝ 計画３回。中学生の都合が合わず２回の実施。 

●出張児童センター ＝ 計画２回。学校開放を利用し、西小体育館で実施でき 

たが、残り１回は新型コロナウイルス感染症懸念によ 

り会場使用不可となり未実施。 

職員研修等の実

施内容 

計 画 実 績 

●子育て支援研修） 

（児童クラブ、幼児、障がい児） 

●職員の倫理観、社会観を高める 

（傾聴力、コミュニケーション力、 

コーディネート力） 

●リスクマネジメント研修 

●パワーハラスメント研修 

 5/6 1名 

●児童センター交流会グループディスカッ

ション  

5/１２ ３名 

●子どもが自ら育つための環境づくり 

6/６ 2名 

●熱中症に備える  

６/16 1 名 

●個別児童理解研究  

６/３０ ６名 

●アンガーマネージメント１  

７/１２ 1名 

●全国危機管理事例研修  

11/17 2 名 

●児童福祉法改正に向けて  

11/25 1 名 

●アンガーマネージメント２  

11/25 1 名 

●発達障害研修  

1/20 1 名 



●全国子どもの健全育成リーダー養成セミ 

ナー（オンライン研修）  

1/29 2 名 

●児童厚生員等研修会  

2/14 1 名 

●電子帳簿保存法研修 

 3/17 １名 

配置人員 

計 画 実 績 

館長    1 名（正規職員） 

副館長   1 名（正規職員） 

児童厚生員 1名（正規職員） 

      ３名（パート） 

館長    １名 正規職員 

副館長   １名 正規職員 

児童厚生員 1名 正規職員 

      4 名 臨時職員

指定管理者独自

で行った工夫、取

組等 

・SNS を活用した周知活動を取り入れ、利用者が情報を得やすくなり利便性の

向上に努めている。 

・センター事業へのボランティアとして、近隣の中高生や地域の方が参加し、地

域との交流に努めている。 

・清掃や修繕については、可能な限り職員で対応し、経費削減を図っている。 


